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令和３年４月１６日（金）午後１時３０分から

○教育長（植竹福二君） 　ただいまから令和３年第５回大田原市教育委員会定例会の会議を開きま

す。

○教育長（植竹福二君） 　前回定例会の会議録は、書記をもって調製させましたので、順次回覧いたし

ます。内容をご確認いただきたいと思います。

（会議録順次回覧）

○教育長（植竹福二君） 　会議録の内容についてご確認いただきましたが、前回会議録につきましてご承

認いただけますか。

（異議なしの声あり）

○教育長（植竹福二君） 　異議はないようでありますので、前回の会議録は承認されました。

　委員会閉会後、ただいまの会議録に署名をお願いいたします。

○教育長（植竹福二君） 　本日付議いたします案件は、報告１件、議案２件であります。

　それでは日程に従い会議に入ります。

　日程第１ 報告第３号 大田原市学校施設長寿命化計画の策定について

を議題といたします。詳細について、教育総務課長から説明をお願いします。

○教育総務課長（高野浩行君） （説明を行う）

○教育長（植竹福二君） 　説明が終わりましたので、質疑を行います。

○委　員（森　泉君） 　資料５１頁、薄葉小学校の欄に長寿命化改修と記載されていますが、具

体的にお願いします。

○教育部長（大森忠夫君） 　こちらは本市実施計画にも計上されている計画で、外壁と屋根の改修を予

定しております。

○委　員（深澤道昭君） 　同頁、石上小学校の欄の取り壊しはどの建物になりますか。

○教育総務課長（高野浩行君） 　旧講堂の取り壊しになります。

○教育長（植竹福二君） 　ほかに質疑はないようでありますので、質疑を終わります。

　お諮りいたします。

　報告第３号 大田原市学校施設長寿命化計画の策定についてにつきまして

は、原案のとおり承認することにご異議ございませんか。

令和３年 第５回 大田原市教育委員会定例会 発言要旨



（異議なしの声あり）

○教育長（植竹福二君） 　ご異議なしと認めます。よって本案は、原案のとおり承認されました。

　次に、日程第２ 議案第２０号 大田原市奨学金貸与条例に基づく奨学

生の決定についてを議題といたします。

　　詳細について、教育総務課長から説明をお願いします。

○教育総務課長（高野浩行君） （説明を行う）

○教育長（植竹福二君） 　説明が終わりましたので、質疑を行います。

○委　員（渡邉英憲君） 　決定者に高校生がいないようですが、高校生奨学生も制度としてありますか。

○教育総務課長（高野浩行君） 　はい、制度はありますが、今回の申請ではおりませんでした。

○委  員（小林朋子君） 　例年と比べると今回の申請者数はどのようになっておりますか。保証人の規定

が変わったことによる影響はありましたたか。

○教育総務課長（高野浩行君） 　奨学生の決定状況については、平成２７年度２４名、平成２８年度２

７名、平成２９年度２３名，平成３０年度２７名，令和元年度１３名

となっております。保証人の規定が変わった令和２年度には１７名となってお

り、その影響かは不明ですが増えてはおります。今年度は１２名と減っておりま

す。

○委　員（深澤道昭君） 　奨学金の返済について、未回収はどれくらいになっておりますか。

○教育総務課長（高野浩行君） 　手元に詳しい資料がありませんが、市政年報に掲載した金額は５００万円

ほどであったかと思います。

○教育部長（大森忠夫君） 　金額の大きい方が２、３名おりますが、分割で納付しております。

○委　員（川上聖子君） 　大田原市内に就職する場合に奨学金の返済を免除する制度を今後考えて

いくと、大田原市に戻ってくる学生さんも増えるのではないかと思うのですが、市と

しては何かそういったお考えはありますか。

○教育総務課長（高野浩行君） 　貸しているものを返していただくということが基本となりますが、今後、検討する

べきこととしてお受けしたいと思います。



○教育部長（大森忠夫君） 　現在も、毎年３人を限度として奨学金の返還の一部免除を行っております。

対象となり得る方にはお知らせいたしておりますが、まだ対象となった方はおりま

せん。

○委　員（川上聖子君） 　対象となる方に通知が行くことは分かりましたが、奨学金を受ける人が最初か

ら分かっていると、奨学金の申請者にとってもよいのではないでしょうか。

○教育部長（大森忠夫君） 　募集要項におそらく記載されていないので、今後記載するようにいたします。

○教育長（植竹福二君） 　ほかに質疑はないようでありますので、質疑を終わります。

　お諮りいたします。

　議案第２０号 大田原市奨学金貸与条例に基づく奨学生の決定について

につきましては、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

○教育長（植竹福二君） 　ご異議なしと認めます。よって本案は、原案のとおり可決されました。

　次に、日程第３ 議案第２１号 令和４年度使用教科用図書の採択に係

る選定についてを議題といたします。

　詳細について、学校教育課長から説明をお願いします。

○学校教育課長（明澤伸宏君） （説明を行う）

○教育長（植竹福二君） 　説明が終わりましたので、質疑を行います。
○教育長（植竹福二君） 　もし教育委員会で自由社の教科書の方が適当だという結論になったら、そち

らを採択することになるのですか。

○学校教育課長（明澤伸宏君） 　採択権者は教育委員会となりますので、そのような結論となりましたら来年度

から使用することとなります。

○教育長（植竹福二君） 　もう一度他の会社の教科書も含めて検討するということでよろしいですか。

○学校教育課長（明澤伸宏君） 　昨年度に育鵬社の教科書が採択されておりますので、育鵬社か自由社の二

者択一で検討することになると考えております。

○委　員（渡邉英憲君） 　再検討は必ず行わなければならないものですか。大田原市の採択手続きの

期日があって、それに間に合っていないものに対して再検討するということになる

わけですが、そうしなければならない法的な理由等はありますか。



○学校教育課長（明澤伸宏君） 　文科省からの通知によりますと、採択替えを行うことも可能であり、採択替え

を行うか否かは採択権者の判断によるとなっております。

　新たに検定を通った教科書が出てきましたので、それを検討もせず採択すると

公平性という観点からいかがなものかという考え方もありますので、教育委員の

皆様には調査研究資料及び見本を一度確認いただき、ご協議いただければと

思います。

○委　員（深澤道昭君） 　選定委員会に諮問まではしなくともよいということでよろしいですか。

○学校教育課長（明澤伸宏君） 　諮問は行わずに、県の調査研究資料を基に、教育委員の皆様に検討いただ

くようにしたいと思います。

○教育長（植竹福二君）   ほかに質疑はないようでありますので、質疑を終わります。

　お諮りいたします。

  第２１号 令和４年度使用教科用図書の採択に係る選定についてにつきま

しては、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

○教育長（植竹福二君） 　ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

　以上をもちまして、本日予定されました案件はすべて議了いたしました。

　なお、その他で何かございますか。

○教育総務課長（高野浩行君） （学校訪問の日程について説明）

○学校教育課長（明澤伸宏君） 　３点、ご連絡いたします。

　１点目、計画訪問の日程について、今日の閉会後に希望をお聞きします。

　２点目、県教育振興基本計画をお配りいたしますので、後ほどご一読くださ

い。

　３点目、前回渡邊委員からご質問いただきました評定・評価について担当指

導主事より評定・評価のガイドラインについてお話させていただきます。

（横山指導主事より評定・評価のガイドラインについて説明）

○委　員（渡邉英憲君） 　前回の質問後、須賀川小学校から説明がありました。黒羽学園内で評価基

準を統一できるよう勉強会を設け、共通認識のもと評価したということでした。

小中一貫が生きている素晴らしい取り組みだと思いますので周知していただけれ

ばと思います。

○教育長（植竹福二君） 　ほかにないようでありますので、以上をもちまして令和３年第５回大田原市

教育委員会定例会の会議を閉会いたします。

　ご苦労様でした。



閉会：午後２時１０分
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